
 

 

 

物  質  名 3,3’-ジクロロベンジジン ＤＢ－18 

別  名 

4,4’-ジアミノ-3,3’-ジクロロビフ

ェニル 
3,3’-ジクロロ-4,4’ジアミノビフ

ェニル 
CAS 番号 91-94-1 
PRTR 番号 第 1 種 138 
化審法番号 4-800 

構 造 式 

 

分子式 C12H10Cl2N2 分子量 253.13 
沸点 402℃ 1) 融点 132～133℃ 1) 
蒸気圧 2.67×10-7 mmHg 2) 換算係数 1 ppm = 10.4 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 3.51 3) 水溶性 3.1 mg/L（25℃）3) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ラット 経口 LD50 7070 mg/kg 4)  
 ラット 経口 LD50 3820 mg/kg/day 4)  
 マウス 経口 LD50 488 mg/kg 4)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・雌イヌ 6 匹を 1 群とし、0、100 mg/回を初めに 3 回/週×6 週間、その後 5 回/週×7.1 年間カプ

セルで経口投与した結果、3 年後に 100 mg/回群の全数で血清中の GPT 活性の上昇がみられ、

肝臓障害の発生が示唆された。また、3.5 年後に 100 mg/回群の 1 匹で痙攣及び神経の変性が

みられた 5) 。 
・ラット（匹数不明）に本物質 355 mg を 15L のチャンバー内で７日間（2 時間/日）吸入させた

結果、異常はみられなかった 6) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・雌マウスに 2 mg/day を妊娠期間中に皮下注射し、妊娠 19 日目から 20 日目に胎仔を摘出して、

その腎臓を器官培養した結果、培養開始後 6 日目に形態異常（増殖性の病巣）がみられた 7) 。
・雌マウスに 0、2 mg/day（4～5 回/週）を妊娠期間後期に皮下注射した結果、出生仔でリンパ

性白血病、肺腺腫、乳房腺がんの発生率に増加がみられた 8) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質は短期暴露によって気道を刺激し、反復及び長期の皮膚への接触による皮膚炎や、肝

臓に影響を与える可能性がある 9) 。 
・化学工場で本物質ベースの粉末を容器に入れる作業をした労働者で、顔面、頸部、両上肢に

皮膚炎（かぶれ）を起こしたとの報告がある 10) 。 
・本物質の塩酸塩を扱う労働者が会社の病院に通院する主な理由は、上気道炎及び咽喉痛であ

ったが、これらの症状が本物質の吸入によるものかどうかは不明であった 6) 。 
・本物質の暴露を受けた 207 人の労働者（大部分は 1～15 年間の暴露）では、尿の沈殿物を調

べた結果、異常はみられなかった 6) 。 
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発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：2B 11) 

実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては十分な証拠がない

ため、IARC の評価では 2B（ヒトに対して発がん性が有るかもしれない）に分類されている。

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH  －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露及び吸入暴露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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